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論文内容の要旨
【目的】ヒスタミンは即時型アレルギー反応の土なi原尉物質である。山l巾ヒスタミンは半減期が2分と短
く即時に代謝されるため不安定である。また採rfn時の子伎によっては好臨基球が破壊され.見掛け上の測定
値が増加するため正確さにかける。尿中ヒスタミン類は血中より濃度が高く大量に採取できる利点がある。
尿巾ヒスタミンおよびその代謝産物であるメチルヒスタミンを測定することにより向中ヒスタミン震が推
定される。現在，主にヒスタミンはH刊心法，メチルヒスタミンはnIA法で測定されている。今回. ヒス
タミン，メチルヒスタミンを同時測定することを目的にキャピラリー電気泳動法を検討した。
【方法】 1)Hewlctt Packard 3D CEシステムを用いた。 2)尿20mlを採尿し，前処置としてSep-Pak
silica cartridgeを使用した。
【結果】 1)ほう酸緩衝液(pJ19) ~こSDSを添加することによりヒスタミン類の分離が良好に付われた。ク
レアチニン， ヒスタミン， N-メチルヒスタミン (]'.:-MH)，1-メチルヒスタミン(l-MH)の移動時聞は2.5.
4.i， 5.2. 6.0minであった。 2)健常者の食前後に採尿した結果では食後2時間にピーク(ヒスタミン航，
l-MH値はそれぞれ5.05，5.00μg/ mg-.creatinine)を示した。また気管支晴息患者の発作時からの経過で
は発作時にピーク(ヒスタミン値.l-MIJはそれぞれ2.27，5.16μg/ mg.crcatinine)を示し， その後症状
の軽快とともに値も減少した。 3)憧常者、患者とも尿中N-MHは検出されなかった。〈検出限界は50pg以
下)
【結論】ミセルを用いたキャピラリー電気泳動法にてヒスタミン.:.J-MH. I-MHを同時に測定することが
できた。今後.臨床に応用できると考えられる。 N-MHはヒスタミン代謝の圭な経路ではなく存在すると
しても極く微量と考えられた。
論文審査の結果の要旨
ヒスタミンは即時型アレルギー反応のキ.な原閃物質である。ヒスタミン類を測定することは即時型アレ
ルギー疾患の病態を把躍する上で手助けになると考え与れる。印中ヒスタミンは半減期が2分と短く即時
に代謝されるため不安定であり，また採血時の手技によ勺ては好塩基球が破壊され見掛け上の測定値が増
加することがあり正値さにかける。尿中ヒスタミン類は血中より濃度が高く大量に採取できる利点、がある。
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尿中ヒスタミンおよびその代謝産物であるメチルヒスタミンを測定することにより血中ヒスタミン量が推
定される。現ずE.主にヒスタミンはHPLC法，メチルヒスタミンはRJA法で測定されている。本研究はヒ
スタミン，メチルヒスタミンを同時測定することを目的にキャピラリー電気泳動法を検討したものである。
Hewlett Packard ;.m CEシステムを用い，ほう酸緩衝液pH91こSDSを添加することによりヒスタミン，
1-メチルヒスタミン.::¥-メチルヒスタミンの分離が良好に行われた。ヒスタミン， 1¥"-メチルヒスタミン， 1-
メチルヒスタミンの移動時間は'1.7.5.2. 6.0分であった。検出限界はそれぞれ200. 50. lOOpgであゥた。
検量曲線のH2は0.997，0.996， 1.000であった。尿に応用するため的処置としてSep-Paksilica cartridge 
を使用し尿中のクレアチニン等の妨害物質を除外した。本法によって健常者，気管支哨単の患者尿を分析
した。健常者の尿中ヒスタミン.1-メチルヒスタミンは食後2時間にそれぞれ5.05，5.00μg/ mg.creatinine 
とピークを示した。気管支l脇息患者の尿では発作時にヒスタミン値， 1-メチルヒスタミン値はそれぞれ2.'27.
5.16μ8、/mg.crcatinincとピークを示し，その後1J.状の軽快とともに柄も減少した。¥1-メチルヒスタミン
は健常者，気管支哨患患者ーともに検出できなかった。以上のことから本法は今後， アレルギー疾患の病態
診断に有用であると考えられたのまたN-メチルヒスタミンはヒスタミン代謝の主な経路ではなく存在する
としても極く微量と考えられた。
以上の研究成果は， ヒスタミン，メチルヒスタミンの測定法について，新しい知見を与えるものであり，
著者は博士(民学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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